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外国人介護人材
活用支援事業

現地解散
お申し込みは裏面へお申し込みは裏面へ

⾒学無料

介護事業所
見学ツアー

外国人介護人材の受⼊れ施設を⾒て‧感じて‧学ぶチャンス！
実際に外国人スタッフが働く施設を⾒学し、導⼊の⼯夫や課題、成功事例を直接学べます。

介護人材確保の選択肢として外国人雇用を検討中の方に最適です。

外国人材活用
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スケジュール

令和7年

(有)創生活環境運営 (安曇野市豊科高家781-1)
＊グループホーム ひだまりの⾥とよしな
＊看護小規模多機能 集皆所ひだまり

現地ご集合

本ツアー趣旨‧当日の流れ説明

施設ご挨拶‧外国人材の受⼊れ状況ご紹介

外国人材の就労現場を⾒学

外国人材及び施設職員交流会

お問い合わせ

050-3666-0501
ADE.JP.nagano-kaigo@jp.adecco.com

受付時間：＜平日＞9:30〜17:30

当事業は⻑野県から委託を受け、アデコ株式会社が運営しています。
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定員20名
程度

※駐⾞場には限りがございますので、
お乗り合わせの上お越ししください。

※感染症予防の観点から、ご参加の際にはマスクの着用をお願いいたします。

外国人材と働く 施設長や

職員の方から直接話が

聞ける貴重な機会です

(⾦)
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FAXでのお申込
必要事項をご記⼊の上、以下の宛先までFAXでお申込みください。

FAX番号：026-229-8307
■氏名
(ご担当者名) ■参加人数 名
■貴社名
■ご連絡先 TEL

Mail

専用フォーム ⼆次元コードから必要事項を⼊⼒し、送信してください。でのお申込

お電話またはメールでもお申込‧ご質問を承ります。
050-3666-0501
ADE.JP.nagano-kaigo@jp.adecco.com

受付時間：＜平日＞9:30〜17:30

mailto:ADE.JP.nagano-kaigo@jp.adecco.com


【厚生労働省 社会福祉推進事業】
災害時の介護活動に関する

アンケートへのご協力のお願い

• 本調査では、過去の災害時の体験についてお伺いする質問項目が含まれております。そ
のため、ご自身の記憶を思い起こす中で、精神的なご負担を感じられる可能性があるこ
とについて、あらかじめご理解いただきますようお願い申し上げます。

• 調査へのご協力は完全に任意であり、途中で回答を中止しても一切の不利益はありま
せん。ご自身の体調やお気持ちに無理のない範囲でご回答いただけますと幸いです。

• ご記入いただきました回答内容は、本事業における施策検討の基礎資料としてのみ利
用するものであり、調査目的以外には使用致しません。また、本調査の回答内容は統計
的に処理を行うため、個人が特定できるような情報を公表することはございません。

• 本調査は、株式会社日本能率協会総合研究所が、厚生労働省令和７年度社会福祉推進
事業の採択を受けて実施する調査研究事業の一環として実施するものです。

調査についてのお問い合わせ

株式会社 日本能率協会総合研究所 福祉・医療・労働政策研究部
〒105-0011 東京都港区芝公園3－1－22
Tel：0120-344-343（河合、富本）
e-mail：k_policy@jmar.co.jp

②
回答する

最後の画面で
「送信する」
をクリック

①
アクセスする

インターネット
で回答

８月５日（火）～
８月29日（金）

設問数：５問程度
回答時間目安：３分程度

https://rdc.dstyleweb
.com/tjjy/3kyfpy/

• 株式会社日本能率協会総合研究所では、本年度、「介護福祉士養成課程における災害時
の介護に係る教育のあり方に関する調査研究事業」を実施しております。

• 本事業は、今後の介護福祉士養成課程における災害に関する教育のあり方を検討する
ことを目的としております。介護福祉士のみなさまのご経験をもとに、災害と介護福祉
教育について検討します。

• ご多忙の折、誠に恐縮ではございますが、本調査の趣旨をご理解いただき、ぜひともア
ンケート調査へのご回答にご協力を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。

介護福祉士の皆さまへ

回答方法
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 アセッサー講習 
受講者募集のご案内 

介護プロフェッショナル 

キャリア段位制度 

令和７年度 

介護プロフェッショナルキャリア段位制度 とは  

 
 
 

アセッサー（評価者） とは      
 
 
 
 
 
 
 
 
 

レベル４ 

レベル３ 

レベル２ 

 国で定めた全国共通の評価基準を活用して介護の実践スキルを評価し、

介護職員に対して実践スキルレベルに応じた認定を行う制度です。 

介護キャリア段位 

検索 z 

【お問い合わせ先】 一般社団法人シルバーサービス振興会 キャリア段位事業部 
 

TEL ： 03-3862-8061（平日 10:00～12:00、13:00～18:00） 

URL ： https://careprofessional.org/ 

評価・OJT で介護職員の介護実践スキルアップをはかる 

 レベル認定でスキルを証明 

テキスト 

ｅラーニング 

アセッサー講習 のご案内   
 
 講習受講期間   

 第１期：令和７年１０月中旬 ～ 令和７年１２月２日(火)  ( 確認テスト：12 月  4 日・ 5 日 )      

   第２期：令和８年 １月中旬 ～ 令和８年２月２４日(火)  ( 確認テスト： 2 月 26 日・27 日 )  
 

申込受付期間 
 

   第１期：令和７年８月２５日（月）から ９月３０日（火）まで 
   第２期：令和７年８月２５日（月）から１２月 １日（月）まで 
 

お申込み方法 

   インターネットによるお申込み 

介護キャリア段位制度専用ホームページから 

https://careprofessional.org/careproweb/guidance  
 

受講に関わる費用 

   23,650 円（税込）（受講料、講習指定テキスト代を含む）  
 
講習内容 

・テキスト学習／・eラーニング学習／・トライアル評価実施／ 

・確認テスト受験 

※スケジュール詳細は下記ホームページを参照下さい。 

 介護職員がレベル認定を取得するためには、アセッサー講習を修了した別の介護職員による評価を受け、

取得を目指すレベルに応じた介護を実践できるという証明（評価の根拠）が必要となります。 

 介護プロフェッショナルキャリア段位制度では、介護現場で実践スキルを評価し、その評価結果と評価の

根拠を事務局に提出する方を「アセッサー」としています。 

 アセッサーの役割として、 ① 介護の実践スキルを公正に評価し、その評価の根拠を第三者に証明する

こと ② 「できていない」実践スキルに対して OJT を実施し、介護職員のスキルアップの支援を担いま

す。 

アセッサーとして活動するためには、アセッサー講習を修了する必要があります 
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No 出席者名 フリガナ 職種 介護施設・医療機関名 電話番号
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保険医療課　柳澤　宛

介護事業所医療対応力向上研修会 受講者名簿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                 　   日時：令和7年10月3日（金）14：30 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                 　　　　　場所：松本市 アルピコプラザホテル

出席者をご記入の上、9月12日（金）までにご返送ください。

Mail　hoken@nagano.med.or.jp　／　Fax　026-235-6120
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※諸事情のため、中止となる場合があります。お問い合わせの上ご参加ください。 ＜長野市ホームページ20日掲載予定＞
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主
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日
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備考

介護者教室

認知症の人の理解を深める
事例を通して倫理的配慮・意思決
定支援を学ぶ

30 要 9月1日

介護予防教室・介護者教室・介護者のつどいのご案内　（2025年9月）

地域包括支援センター
長野松代総合病院

２７８－２０５８
興味がある人どなた
でも参加可能

9 17 水 午前 10時 11時30分 介護 講座 松代
松代公民館
講義室1

市内在住
の介護をさ
れている
人

無料
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